
〔就活成功〕への心得と実践
平成2９年１２月８日(金) 1６:２０～1７:５0 於 品川キャンパス ２号館100Ａ教室

～ エントリーから内定まで 短期集中：就活の術～
塩谷和美 特任教授（キャリア開発室）

就活は人生で最も重要なキャリアの節目。今年は選考が早まる！

最初の就職でつまずかないこと！大学とは違う社会に出る覚悟をもって、
自分に厳しく、十分な時間をかけて、焦らず準備して臨むことが大切だ。昨年
同様売り手市場と予想されるが、人気企業には希望者が殺到し難関と心すべし。
昨年より前倒しで選考が始まり、1月から就活本番を迎える。

全ての就活プロセスは第一印象で判断される！

企業が探している人材は「一緒に仕事したい人！」であり、きらりと光る、好
印象を表現できることが大切だ。ＥＳではわかりやすく端的な表現が必要だ！
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※このNewsletterは、東京海洋大学キャリア開発室が作成･配信しています。
キャリア開発に関するイベントのお知らせや活動報告等をお届けしています。

国立大学法人

東京海洋大学・キャリア開発室

企業の研究開発・品質管理部門で活躍するＯＢたち
平成２９年１１月１７日(金) 1６:２０～1７:５0 於 品川キャンパス ２号館100Ａ教室

～ 水産業界における品質管理とこれまでのキャリア～
加藤 裕朗 氏 ベニレイ（株）品質管理室 品質管理チーム

品質管理者に対する期待は大きく、仕事領域はまだ拡大する

入社以来5年間、品質管理を担当。当初は失敗続きであったが、現在では
仕事の面白さを実感している。業務は多岐にわたり、企画書作成・工場確
認・不具合対応・ＱＣ会・社内教育等である。海外での品質管理の実態を見
ることができたのは収穫だ。水産業界の衛生管理状態は必ずしも良いとは言
えない。やるべきことは沢山あり品質管理者に対する信頼感とニーズは高い。

～ 包装容器業界における私のキャリア形成～
中島 和輝 氏 東洋製罐グループホールディングス(株) 総合研究所

◆ メールアドレスを登録すると、講義日程・内容等をメールでお知らせします。

ホームページから登録できます。 http://www.kaiyodaicareer.com/

自己分析と企業研究を並行して行う

様々な角度から自己理解を深めることが重要。過去の体験から自己の強みや自己アピールを考える同
時にいろいろな業界に目を向け企業や職種を研究してみよう。自分と企業の考え（理念）と摺合せし
てみて「企業が求める人材なのか」を自問自答しつつ、働き甲斐ある企業の選択を行うことだ。集中
して行動と修正（ＤＯ＆ＡＣＴ！）を繰り返して、毎週の進捗を実感することが就活成功に繋がる。

他者が自分を評価することを知ろう

自分自身の強い思い込みや決めつけは逆効果となる。売り込める自分らしさや経験談を企業が評価
して初めて採用に繋がるのだ。あなたの考え方や言葉に共感してもらえるのかを第3者に客観的に判断
してもらうことも大切。明るさ・実直さ・好奇心・挑戦心・粘り強さなど売り込める要素は多岐にわた
る。海洋大らしさを前面に押し出して、仕事に対する夢や、夢を現実にする情熱を表現しよう。

自分を客観的に評価する第3者としての意見をキャリア開発室に求めてみるのも一法です。

『備えあれば憂いなし』寸前で焦って選択を誤まることのないよう、しっかり準備しよう！

時々刻々と状況が変化していく中での研究開発とは

5年後10年後を想像しながらフィールドを俯瞰し研究を進めている。その

ためには国内外の情報収集と社内のワーキンググループ活動が欠かせない。

①新しいことに取り組む気概 ②常に外部との交流を意識 ③仕事の方向性を自

分で決める・・・ことなどを意識し、さらに自己研鑽していく覚悟だ！

実感したこと・伝えたいこと

色んな失敗を続けて、偶然に近い形で巡り合った水産業界の品質管理の仕事
を続ける過程で、現在はその道のプロを目指している。企業人として、食品
安全だけではなく、今後も多くのスキルを身に付けていきたいと考えている。

キャリア開発室
≪就職活動は学生時代で最も成長する機会です！大いに楽しもう！≫

【2018年入社組の就活支援を行っています】

“3月からは企業の事実上の「選考」が始まる“

就職活動は最終段階に入った。面接で就職内定を勝ち取ろう！
・ 個人の持ち味、強みをどうアピールするのか！的確なアドバイスをします。

◆キャリア面談希望の方は下記のアドレスへメールでお問い合わせください

career@m.kaiyodai.ac.jp （キャリア面談担当 ：特任教授 塩谷和美）

～キャリア面談で就職活動をしっかりとサポート～

私の経験から得たモットーは楽天主義～皆さんも何事にも前向きに取り組んでいきただきたい！

企業では学生時代と同じ研究はできないが、修士の研究プロセスで学んだことはとても役立つ！

就活過程で進路変更し今の会社に！

初めは有力食品メーカーの商品開発を志望していたが、競争が激しくよく落

ちた。再考し、BtoB企業で食品製造技術を活かせる今の会社を選んだ。当初

より研究所に配属され10年が経過した。当社の研究開発領域は大きく、現場

を知り、課題を見つけ、その解決の連続であり、充実した日々を送っている。

http://www.kaiyodaicareer.com/
mailto:career@m.kaiyodai.ac.jp

